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●プロフィール

昭和38年生まれ、獅子座のA型。静岡県出身。

（株）Z会・増進会出版社の情報企画部に勤務

しながら、昨年秋に「第1回検索の鉄人コンテ

スト」で見事優勝した。自分のホームページは

jhttp://www.shikencho.com/

初代鉄人 関 裕司が教える

情報化社会が進むにつれて最近クローズアッ

プされてきた言葉が「著作権」。あらゆる作品

には著作権が存在し、著作者の権利を保護し

ています。しかし、著作権の消滅した作品も

あるのです。それは著作者の没後50年以上た

った作品です。そのような文学作品の多くが研

究者やボランティアの手によってテキスト化さ

れ、WWW上に公開されています。

では、「羅生門」を探してみましょう。

キーワードを「芥川龍之介 羅生門」、検索設

定を「すべての語を含む」で検索→156件

リストの上位に「作家別本のリスト」（http://

www.voyager.co.jp/aozora/sakka_a.html）

というページがありますね。このページには

芥川龍之介の作品が多く並んでいます。探

している「羅生門」もありました。

「芥川龍之介『羅生門』」というリンクをた

どると、「図書カード」（http://www.voyager.

co.jp/aozora/cards/akutagawa/rasyoumon.

html）というページがあります。

ここには羅生門の出典や入力者の氏名、

内容や解説、著者についての解説があり、

「テキストファイル ルビなし」、「テキストファイ

ル ルビあり」、「HTML版」、「エキスパンド

ブック版」の4種類のファイルをダウンロー

ドすることができます。画面上でそのまま読

むのならHTML版でいいのですが、あとでじ

っくりと読みたいという方は「テキストファ

イル」をダウンロードするのがよいでしょう。

書店や図書館に行かなくても自宅でこんな

に簡単に手に入るのですから、便利な世の

中になったものです。しかも無料です！

では、もう少しこの便利なサイトの解説

をしておきましょう。サイト全体の名称は

「青空文庫」（http://www.voyager.co.jp/

aozora/）です。文学に親しむ人にとっての

定番といえるこのサイトには、著作者の死

後50年以上を経て著作権が消滅した作品

と、著作権者が公開に同意した作品を数多

く収録しています。主に明治、大正、昭和

初期の作品が多いようです。「著作権が消滅

した作家一覧」もありますので、興味のあ

る方はボランティアでこのサイトの運営に協

力することもできます。インターネットだか

らこそできたすばらしい企画ですね。

さて、近代の作品ばかりでなく古典文学にも

親しみたいものです。実は古典を集めたサイト

も青空文庫からリンクされています。例えば

“「古事記」本文”のリンク先は次のサイトです。

「日本文学等テキストファイル」（http://kuzan.f-

edu.fukui-u.ac.jp/bungaku.htm）。

福井大学教育学部の岡島昭浩さんの運営

するサイトですが、有名な古典文学はほと

んど網羅しているのではないでしょうか。一

般の人はもちろん、特に高等学校の国語の

先生に見ていただきたいサイトです。

「検索の鉄人」大会もいよいよ大詰め、8月30日は決勝大会です。皆さんのチャレンジの結果はいかがだったでしょうか。

さて、今回はいつもと趣向を変えて、gooを使って「インターネットはこんなに便利だ！」と思えるようなサイトを検索

してみましょう。有名なサイトはたくさんありますが、ちょっとめずらしいものを紹介したいと思います。

構成／関裕司
Illust : Sasaki Kazuyoshi

j http://www.goo.ne.jp

オンライン読書には欠かせないサイトが見つかるぞ！

芥川龍之介の作品「羅生門」の全文を、
インターネットを使って入手してください。活用1
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まず聖書の検索サイトをチェック！

もう随分前の映画ですが、30代以上の人は

よく知っているのではないでしょうか。

では、聖書の用語が検索できるようなサイト

を探してみましょう。さらに聖書全文を見るこ

とのできるサイトもあるでしょうか。

キーワードを「聖書 用語 検索」、検索設

定を「すべての語を含む」で検索→226件

リストのトップの「Bible Word Search」

（http://www.yone.ac.jp/̃takao/biblesearc

h.html）がうってつけです。旧約、新訳の聖

書の全文検索ができるサイトなのです。

「新訳」にチェックを入れて、キーワード欄

に「666」と入力して検索すると...

「rev:13:18 ここに知恵がある．思慮ある

者はその獣の数字を数えなさい．その数字

は人間をさしているからである．その数字は

【666】である．」

見事に「666」を含む節が検索されました。

懐かしいホラー映画の定番「オーメン」。
この映画の中で数字の「666」が悪魔の印として登場しましたが、
この数字は新約聖書のどこからの引用でしょう。

活用2

解説

記事検索サイトを検索しよう！

文学や宗教もいいのですが、やはり日頃のニ

ュースは気になります。過去にさかのぼって新

聞記事を検索できるようなサイトはあるでしょ

うか。大手の新聞社はすべて新聞記事のデータ

ベースを持っていて、記事の全文検索サービスも

ありますが、そのほとんどは有料です。無料で記

事検索ができれば大変便利なのですが...。

キーワードを「新聞記事 検索 無料」、検

索設定を「すべての語を含む」で検索→

470件

これもリストのトップでOKです。

「佐賀新聞記事データベース・検索条件入力」

（http://www.saga-s.co.jp/pubt/ShinDB/

search.html）

このサイトの説明によると、1994年以降の

佐賀新聞の掲載記事のうち、外電を除いたも

のをデータベースとして無料公開しているとの

こと。地方新聞とはいえ、これでもずいぶん役

に立ちそうです。ためしに最近話題の「電子商

取引」を検索してみましょう。

検索の設定を「全年指定」「全面指定」

としてキーワードを「電子商取引」で検索

→51件

結構ありますね。ちなみに一番古い記事は

「掲載日1996年02

月08日［特集記事］

マルチメディア特集

（1）」ですから、今

から2年半前にさかのぼります。そういえばイ

ンターネット上で商用サイトが急激に増えだし

たのがちょうどこの頃ではなかったでしょうか。

最近「EC」というと「エレクトロニック・

コマース：電子商取引」のことを指すそうで、

誰も「ヨーロッパ共同体」を想像しなくなりま

したね。時代の流れを感じます。

無料で新聞記事のデータベースを検索できるような
サイトを探してください。活用3
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しかし「rev」とは？ 最初のページに「聖書分

類表」というのがあり、ここを見てみると、

「Revelation Rev ヨハネの黙示録」と記さ

れています。つまり先ほどの文章は「ヨハネの

黙示録13章18節」ということになるのです。

では「聖書分類表」のとなりにある「聖書通

読表」とは？ ここは旧約、新約聖書の日本語、

英語の全文を見ることのできるページです。

このサイトは山形県立米沢女子短期大学社

会情報学科の高尾哲康さんが運営するもので

す。宗教学の研究には欠かせないサイトでしょう。
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解説
それでは実際に「電子商取引」というキー

ワードで検索してみましょう。検索結果件数は

すべて7月末時点での数字です。

キーワードを「電子商取引」で検索→

WWWからの検索結果 268件

ここから各ページを見にいってもいいのです

が、バリューサーチの特徴として「カテゴリに

よる絞り込み」があります。ページの左側にセ

キュリティ、ビジネス、金融、イントラネット

……といったカテゴリが見られますね。これら

を使って「電子商取引」をさらに細かく分類

しているのです。たとえば「セキュリティ」と

いうカテゴリならば、電子商取引における個人

認証や暗号化についてのWebページを一覧で

出してくれるというわけです。パワーサーチの

場合は膨大な検索結果を絞り込むときの適切

なキーワードを自分で考えなくてはいけません

が、バリューサーチの場合は「カテゴリ」とい

う形で絞り込みの案を提示してくれるというわ

けです。ちょっとした調べものでしたら、パワ

ーサーチよりも便利な機能ですね。

解説
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では「電子商取引」の記事情報はどうでしょう。

「 [電子商取引]のBizTech（日経BP社）

からの検索結果 157件」

さすがにBizTechです。電子商取引に関す

る記事情報は豊富ですね。通常のWebページ

と違い、日々更新、蓄積される記事情報からの

検索ですから、常に新鮮な情報が得られるわ

けです。

さて、さらに深い情報収集となると書籍は欠

かせません。インターネットでの情報収集にも

限界がありますから、書籍の果たす役割は大で

す。そこで便利なのが「紀伊國屋書店

BookWeb」からの検索です。

「[電子商取引] の紀伊國屋書店Book

Webからの検索結果 5件」

ここで書籍の題名や価格のほかに簡単な内

容まで確認できます。さらに紀伊國屋書店

BookWebの会員ならば、その場で注文もOK。

数日後には自宅までその書籍が届けられるとい

うわけです。

今回は「電子商取引」というキーワードで

あったため、帝国データバンク、アスキー企業

URLからの検索はできませんが、企業名検索

絞り込みが簡単！

活用4 バリューサーチを使った検索をしてみよう！

ウェブ検索以外のデータベースも使える！

(        )記事情報の無料サービスといえば、忘れてならないのがgooの「バリュ

ーサーチ」です。7月末現在では、アクセス頻度で絞り込んだ300万URL

にのぼる主要なWWWデータからの検索のほかに、BizTech（日経BP社）

のニュース・雑誌記事からの全文検索、紀伊國屋書店BookWebからの

検索、帝国データバンクとアスキー企業URLからの企業情報の検索が無

料で行えます。

バ
リ
ュ
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チ
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は
？

の場合はこれ

らのデータベ

ースも活躍し

そうです。

以上のように、バリューサーチの使い方も習得

しておくと、強力な情報武装ができそうですね。
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今月の
宿題

このコーナーではgooの「くせ」や検索の際に知っておくと便利な情報を紹介します。

【先月の宿題】文部省

の調査で、大学（短大を

除く）への女子の進学率

が初めて20％を越えたのは平成何年のことで

しょうか。

【解答】

政府の発表した資料からの検索ですから、パ

ワーサーチの追加機能の「検索先設定」をう

まく使いましょう。なお、日本政府に共通す

るドメインは「go.jp」です。

さて、目的の文部省の資料ですが、数年間

の大学の進学率が一覧になったものがあるはず

です。例えば「進学率の推移」といった言葉

が使われているのではないでしょうか。

キーワードを「大学 進学率 推移」、検索

設定を「すべての語を含む」、追加機能の検

索先設定のサーバロケーションの設定を

「go.jp」として検索→38件

検索結果リストの中の「統計資料」（http://

www.sorifu.go.jp/danjyo/statistics2/index

.html）というページを見てみましょう。「第10

表　進学率の推移」（http://www.sorifu.go.

jp/danjyo/statistics2/10.html）というペー

ジへのリンクが設定されています。このページ

には大学学部への男女別の進学率が一覧にな

っていました。

この表によると平成5年は19.0％、平成6

年は21.0％というのが女子の進学率ですね。

【正解】平成6年

当選者は福山誠さん、長沢圭介さん、中村

正裕さん、鬼頭幸広さん、原井彰弘さんです。

サーチエンジンを
意識した

Webページ作り

皆さんはgooの「使い方」のページをご覧になった

ことはありますか。gooについての詳しい情報が満

載ですから、ぜひ一度目を通すことをお薦めします。

特にWebページを自分で作っている人には必見の、

興味深い情報をいくつか紹介しましょう。

Webサイトを運営している方なら「検索結果の上

位にランク付けされたい」と、常に思っていること

でしょう。gooは検索語に対して各Webページに

スコア（％表示）を付けていますが、そのスコアに

は次の事柄が関係しているようです。

1.ドキュメントにおける語の頻度：検索語の頻

度が多ければスコアが高くなる。

2.タイトル内の検索語：ページのタイトル部分

（ソースの<title>～</title>の部分）に検索

語があるとスコアが高くなる。

3.キーワード内の検索語：これはメタタグ

「<META NAME="keyword"

CONTENT="キーワード">」の「キーワード」

の部分に検索語があるとスコアが高くなる。

この3点に注意してページ作りをすれば検索結果リ

ストの上位に来るはずです。デザインを意識しすぎ

て見出しのような重要な文字情報も画像を使ってい

るようではいけませんね。

［ロボットの行動を制御する方法］

サーチエンジンに検索されることによって、そのサ

イトのアクセス数は増加するわけですが、逆に検索

されてほしくないページもあるかもしれません。たと

えばプライベートな情報やCGI関係のファイルを置

いているディレクトリーを直接覗かれるのは困りま

すし、サイトの構造上、必ずトップページから入っ

てほしいという場合もあると思います。そこで、ロ

ボットがサイトへクロール（情報収集）に来たとき、

その行動を制御する方法があります。サーバーを直

接管理できる立場の人なら次の方法が有効です。

・robots.txtという名のテキストファイルを作

成する。

たとえばhttp://www.a.co.jp/というサイトならば、

http://www.a.co.jp/robots.txtとなる場所に

robots.txtを作成します。その内容は、「User-

agent:」によって対象とするロボットを指定し、

「Disallow:」でクロールを禁止するディレクトリー

を指定するのです。すべてのロボットに対して、

「/cgi-bin/」、「/tmp/」というディレクトリーをク

ロールさせないためには、

User-agent: *

Disallow: /cgi-bin/

Disallow: /tmp/

とすればいいでしょう。

さて、多くのの人はプロバイダーの無料Webスペー

スサービスを利用してサイトを運営しているわけで

すから、上記の「robots.txt」の方法は使えません

が、次のメタタグによる制御はできるはずです。

・メタタグによる制御

HTMLのソースの<HEAD>～</HEAD>の中に次

のようなメタタグを記述しましょう。

<META NAME="robots" CONTENT="(1),(2)">

(1)の部分はそのページをインデックスさせる（goo

のデータベースに登録させる）かどうかの指定です。

index：そのページをインデックスさせる

noindex：そのページをインデックスさせない

(2)の部分はそのページからリンクされたページをイ

ンデックスさせるかどうかの指定です。

follow：そのページからリンクされたページをイ

ンデックスさせる

nofollow：そのページからリンクされたページ

をインデックスさせない

例えば、サイトのトップページだけがサーチエンジン

に検索され、他のページは検索されないようにする

には、トップページに

<META NAME="robots" CONTENT="index,

nofollow">

というメタタグを記述し、他のページは

<META NAME="robots" CONTENT="noindex,

nofollow">

としておけばよいわけです。

詳しくは以下のページをご覧になってください。

ロボットにクロールさせないこと一般（英語）

http://info.webcrawler.com/mak/projects/robo

ts/exclusion.html

メタタグについて（英語）

http://info.webcrawler.com/mak/projects/robo

ts/meta-user.html

ロボットの種類（英語）

http://info.webcrawler.com/mak/projects/robo

ts/active.html

問題

●今回の検索結果は98年8月1日現在のものです。

宿題と
解答

毎月、正解者のなかから5名に特製テレホ

ンカードをプレゼント！

日本国憲法の中に、「【学問の自由】学

問の自由は、これを保障する。」という条項

があります。さてこれは第何条？

解答と、答えがあったサイトのURLをメ

ールに書いて送ってください。メールのタ

イトルを「TETSUJIN」にしたうえで、ip-

box@impress.co.jpまで。9月11日

24:00まで到着分有効。正解と当選者は来

月のこのページで。
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 オリジナルの雑誌の発行時点では、株式会社インプレス R&D（当時は株式会社インプレス）と著作権者は内容

が正確なものであるように最大限に努めましたが、すべての情報が完全に正確であることは保証できません。こ

のファイルの内容に起因する直接的および間接的な損害に対して、一切の責任を負いません。お客様個人の

責任においてご利用ください。 

 

 

 

 このファイルに関するお問い合わせ先 

 

All-in-One INTERNET magazine 編集部 

im-info@impress.co.jp 


